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【 

歴
史
か
ら
未
来
へ
導
く 

】

「
錦
江
町
と
桜
島
」

し
て
い
た
が
、
桜
島
へ
の
帰
郷
を

あ
き
ら
め
、
移
住
が
決
ま
っ
た
。

 　

西
桜
島
村
赤
水
集
落
・
東
桜
島

村
脇
集
落
は
内
ノ
牧
・
中
尾
集
落

へ
と
移
住
が
決
ま
り
、
4
月
15
日
、

家
族
一
同
「
種
子
島
丸
」
で
出
発
、

大
根
占
の
上
ノ
浜
に
上
陸
し
田
代

村
へ
と
向
か
っ
た
。荷
馬
車
を
頼
み
、

で
こ
ぼ
こ
道
を
荷
馬
車
の
後
ろ
を

歩
い
て
向
か
い
大
変
な
思
い
を
し

た
と
あ
る
。

　

中
尾
・
内
ノ
牧
の
移
住
か
ら
約

1
か
月
後
の
5
月
13
日
、
西
桜
島

村
の
藤
野
・
武
・
松
浦
地
区
な
ど

の
方
々
は
避
難
先
の
重
富
小
学
校

か
ら
「
大
川
丸
」
に
乗
り
久
木
野

地
区
へ
向
か
っ
た
と
あ
る
。

　

東
桜
島
村
の
瀬
戸
と
い
う
大
き

な
集
落
で
、
戸
数
３
２
６
戸
、
人
口

千
三
百
人
以
上
住
み
半
農
半
漁
の

平
和
で
静
か
な
生
活
を
営
ん
で
い

た
。
お
盆
に
は
男
は
裸
に
な
り
船

を
漕
ぎ
、
若
い
女
性
は
三
味
線
太

鼓
を
船
に
乗
せ
桜
島
一
周
の
船
漕

ぎ
競
争
が
行
わ
れ
楽
し
い
一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
…
最
後
の
避
難

通
報
、
浜
で
は
魚
や
タ
コ
が
赤
く

な
り
浮
い
て
い
た
。
私
た
ち
も
海

水
に
手
を
つ
け
熱
い
の
に
驚
き
ま
し

た
。
牛
や
馬
は
そ
の
ま
ま
馬
屋
に
つ

な
ぎ
、
垂
水
・
牛
根
・
鹿
児
島
方

面
に
分
か
れ
避
難
し
ま
し
た
。
…

到
着
す
る
と
周
り
は
雑
木
林
や
竹

や
ぶ
ば
か
り
。
開
墾
、開
墾
の
毎
日
。

食
糧
も
不
十
分
で
し
た
が
、
新
田
・

大
原
地
区
の
方
々
か
ら
米
や
甘
藷

を
分
け
て
も
ら
い
何
と
か
生
活
が

出
来
る
毎
日
。
開
墾
地
で
作
物
が

採
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
み
ん

な
が
心
か
ら
喜
び
ま
し
た
。（
町
誌
中

尾
集
落
山
野
才
三
蔵
談
）

　

内
ノ
牧
・
中
尾
に
移
住
し
て
き

た
瀬
戸
・
脇
集
落
は
、
薩
摩
藩
の

造
船
所
が
あ
っ
た
場
所
で
も
あ
り
、

白
地
に
朱
色
の
日
の
丸
を
最
初
に

掲
げ
た
「
昇
平
丸
」
を
造
船
し
た

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

活
気
に
沸
く
大
原
地
区

　

大
原
地
区
は
、“
鹿
児
島
開
拓
の

縮
図
”
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
開
拓
移

住
者
の
多
い
地
区
で
あ
る
。
姶
良

郡
や
与
論
町
、
指
宿
や
満
州
引
上

げ
者
な
ど
大
勢
の
方
が
開
拓
移
住

地
と
し
て
き
て
い
る
。

　

大
正
3
年
の
大
噴
火
移
住
に
よ

り
、
田
代
尋
常
小
学
校
大
原
分
教

場
（
現
在
の
大
原
小
学
校
）
は
児

童
数
20
名
前
後
か
ら
大
正
4
年
に

は
２
０
２
名
に
な
り
、
複
式
学
級
が

解
消
さ
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

国
有
林
野
が
多
か
っ
た
た
め
製

炭
業
が
盛
ん
に
な
り
、
現
金
収
入

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
製
炭
業
の
低
迷
と

と
も
に
人
口
が
減
少
し
、
昭
和
38

年
（
児
童
数
３
８
８
名
）
を
ピ
ー

ク
に
児
童
生
徒
は
減
少
し
て
い
っ

た
。
来
月
か
ら
は
、
現
在
住
ん
で

い
る
方
々
に
話
を
聞
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　錦江町の歴史や言い伝え、昔の遊びや行事など、特集を組んで取り上げていきたいと思います。町史や
各資料より調べ掲載していきますが、掲載した内容と違う見解の資料などありましたら、錦江町役場企画
課広報へご連絡ください。錦江町の歴史や文化をひも解き、観光や地域づくりに繋げていきたいと思います。
また、個人でお持ちの歴史的資料や写真、言い伝えなどありましたら、取材や調査にいきたいと思います
のでご連絡ください。

【問い合わせ先】　錦江町役場 企画課　℡ 0994-22-3032

　

田
代
大
原
地
区
方
面
へ
車
を
進

め
る
と
、
そ
の
沿
道
に
は
約
3
キ

ロ
に
渡
り
色
付
き
始
め
た
紅
葉
を

眺
め
る
事
が
で
き
る
。

　

そ
の
大
原
地
区
に
は
、
大
正
噴

火
に
よ
り
移
住
し
て
き
た
集
落
が

3
集
落
あ
る
。
現
在
の
中
尾
・
内

ノ
牧
・
久
木
野
集
落
で
あ
る
。
現

在
で
は
ど
の
集
落
も
道
路
が
整
備

さ
れ
大
根
占
方
面
か
ら
も
約
20
分

程
で
行
き
交
う
事
が
出
来
る
が
…

　

噴
火
か
ら
移
住
へ

　

大
正
3
年
1
月
12
日
の
大
噴
火

の
様
子
は
田
代
地
区
で
も
観
測
で

き
た
。

　

学
校
の
朝
礼
が
始
ま
る
と
北
方

に
爆
音
と
と
も
に
、
黒
煙
が
立
ち

昇
る
の
が
見
え
、
尋
常
科
高
学
年

と
高
等
科
の
先
生
・
生
徒
は
大
根

田
下
の
採
石
場
の
有
る
尾
根
続
き

の
シ
リ
シ
岳
へ
行
き
、
真
っ
黒
な
噴

煙
が
た
な
引
く
様
子
が
観
測
で
き

た
。（
町
誌
中
野
純
吉
談
抜
粋
）

　

噴
火
後
、被
災
者
は
新
城
村
（
現

在
の
垂
水
市
）
へ
避
難
、
新
城
小

学
校
や
寺
院
・
民
家
、
県
の
建
設

し
た
避
難
住
宅
（
20
棟
）
に
居
住

〜
大
正
噴
火
99
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
④
〜

　

今
月
は
、「
田
代
町
誌｣

｢

大
原
小
学
校
創
立
１
２
０
周
年
記
念
大
原

物
語｣

「
み
ん
な
の
桜
島
」
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
制
作
し
ま
し
た
。


